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｢インターKX財務会計2010/財務会計4 Ver.4.2 ｣での対応内容をご案内します。 

 

 

1.バージョンアップについて 

インターKX 財務会計2010/財務会計4・Ver.4.0 以降 

＊電子申告プログラム「InterKX 財務会計 2010／財務会計 4 Ver.4.2.e4」をお使いの場合 

電子申告プログラムは、Ver.e4を継続してのご利用が可能です。InterKX財務会計 Ver.4.2への

バージョンアップ後、電子申告プログラムVer.e４のセットアップは不要です。 

InterKX 財務会計の電子申告プログラムを含めたバージョン表示は、「Ver.4.20.e４」となります。 

２.データの利用について 

＊データの受け渡し処理の注意事項 

InterKX 財務会計 Ver.3.0以降、財務応援 Super/Lite Ver.7.0以降で作成したデータを使用する

ことが可能です。 

※「データ共有サービス」(会計 Weplat)を利用する場合は、双方の財務が InterKX 財務会計 Ver.4.2以降、

応援 Super/Lite が Ver.8.2以降でなければ利用することはできません。 

3. システムでの機能アップ内容について 

●会計Weplatデータ転送機能対応 

会計 Weplat データ共有サービスに会社送受信や仕訳送受信のデータファイルの送受信する機

能を追加します。従来の IDC データ通信サービスで行っていた処理を引き継ぐことができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●会計Weplatデータ共有サービス 会計事務所担当者の対応  
会計事務所の担当者 ID ごとに、データ共有／データ転送サービスを担当する共有先（顧問先）

を設定できるように対応しました。 

・担当の設定は会計 Weplat 管理サイトで、管理権限者が行います。 

・データ共有の場合、アップロード時の顧問先名の指定では、担当の共有先のみ表示されます。

また、担当者 ID でのログイン後の財務の会社選択画面では、担当の会社のみ選択が可能です。 

・データ転送の場合、データ送信時の顧問先名の指定では、担当の共有先のみ表示されます。

データのダウンロードも、担当の共有先のみデータの受信が可能です。（一括ダウンロード

の場合も担当共有先分のみダウンロードされます）。 

・担当者別にメールの受信可否の設定に対応しました。 

●ZIP対応  
システムで使用しているファイルの圧縮形式を、LZH から ZIP に変更します。LZH 形式の脆

弱性を考慮し、今後は ZIP をお使いいただけます。また、InterKX 財務会計 Ver.4.1以前、財

務応援 Ver.8.1以前とのデータのやり取りを行う場合は、従来の形式行えるよう会社単位で圧

縮形式を選択できるように対応しました。 

｢インターKX財務会計2010/財務会計4｣機能アップ対応版

バージョン表記について 
「Ver.4.2」のように小数点以下 2 桁目は
省略して記載している箇所があります。正確な
バージョンはシステム起動後の［ヘルプ］-

［バージョン情報］で確認できます。 


